
 

                                                     

○日 時 令和2年11月12日（木） １３時３０分～ 

○会 場 島根県立大学 本部棟2階 特別応接室 

○会見者 清原正義 理事長・学長 

○会見項目  

【３キャンパス共通】 

・しまね大交流会の開催について 

…………………〔資料1〕 

【浜田キャンパス】 

・新型コロナウイルス感染症への対応について 

                        …………………〔資料2〕 

 

・「視覚障がいの理解と支援」に関する活動について 

…………………〔資料3〕 

  

・「日本の伝統芸能：石見神楽」のオンラインレクチャー及び調査について 

  

…………………〔資料4〕                         

                         

○資料提供 

項目 

 

〇行事予定  

【浜田キャンパス】 

・令和2年度北東アジア地域研究センター市民研究員第1回研究会 

 

･…12月5日（土）１３：００～１６：００ 

@浜田キャンパス講義研究棟 中講義室3 

                            

                        …………………〔資料5〕 

 

○その他 

 

 

 
 

※会見及び資料提供に関する問い合わせは、資料に記載されている担当者あてにお願いします。 

 なお、行事予定の問い合わせは、以下のとおり、お願いします。 

 

   浜田キャンパス 企画調整室 TEL  0855-24-2201 

   出雲キャンパス 管理課   TEL 0853-20-0200 

   松江キャンパス 管理課   TEL 0852-26-5525 

 

※次回の定例記者会見は 令和2年12月10日（木）13:30から開催予定です。 

定例記者会見資料 

 



【資料 1】 
 

 



【資料 1】 
 

 







【資料 3】 

 

 

 

 

 

 

「視覚障がいの理解と支援」に関する活動について 

  

１．目的 

  本学川中淳子（かわなかじゅんこ）教授が担当する１年生ゼミ（フレッシュマン・フィ

ールド・セミナー）では、「視覚障がいの理解と支援」をテーマとして学習を進めている。

ゼミ活動では主に「図書の点訳」と「ブラインドサッカー体験」に取り組んでいる。点訳が

完成した図書は島根県西部視聴覚障害情報センター（いわみーる）に寄贈する予定である。 

  

２．日時・場所 

〇点訳本作成 

日時：毎週木曜日 13時 10分～14時 40分  

（フレッシュマン・フィールド・セミナーの授業内） 

会場：島根県立大学 浜田キャンパス 講義研究棟１階 中講義室５ 

 

〇点字についての発表 

日時：2020年 11月 19日（木）13時 10分～14時 40分、 

26日（木）13時 10分～14時 40分 

内容：「身の回りにある点字」を各受講生が探し、考察を加えて発表をする。 

会場：島根県立大学 浜田キャンパス 講義研究棟１階 中講義室５ 

 

〇ブラインドサッカー体験 

日時：2020年 12月 17日（木）13時 10分～14時 40分 

会場：島根県立大学 浜田キャンパス 体育館 

 

３．指導者 

点字指導者 

島根県西部視聴覚障害者情報センター（いわみーる） 柳井喜代臣（やないきよみ）氏 

ブラインドサッカー指導者 

浜田市消防本部消防士 拝上誠（はいがみまこと）氏 ほか 6名 

 

 （裏面あり） 

2020 年 11 月 12 日 

島根県立大学 浜田キャンパス 

総合政策学部教授 川中淳子 

電話 0855-24-2229 



【資料 3】 

 

４．出席者・参加人数   

受講生 16名（１年生） 

スチューデントアシスタント（学生による補助スタッフ）3名 

授業担当 島根県立大学総合政策学部教授 川中淳子 

 

５．授業の様子 

  

 



【資料４】                                          

 

令和２年１１月１２日 

 島根県立大学浜田キャンパス 

 総合政策学部 教授 江口真理子 

 電話 0855-24-2231 

 

「日本の伝統芸能：石見神楽」のオンラインレクチャー及び調査について 

  

 

１．目的 

  島根県立大学総合政策学部の江口真理子教授が「日本の伝統芸能：石見神楽」をテーマ

に海外の大学生に対してオンラインレクチャーを行います。そのレクチャーでは江口教

授が製作した石見神楽のビデオを見せながら石見神楽の特徴を紹介し、質疑応答を受け、

学生同士が交流し、「石見神楽がどのように認識されているか」を調査します。 

※使用言語は英語です。 

 

２．日時・場所 

日時：２０２０年１１月１４日（土） １１：００～１２：３０ 

場所：浜田キャンパスメディアセンター２階 多目的演習室  

 

３．内容 

科目名：総合演習 Ⅱ 

  研究課題名：「石見神楽の魅力を伝えるインバウンド動画のあり方の検討：デリバリー

に注目して」 

  （令和２年度浜田市と島根県立大学の共同研究事業） 

 

４．出席者・参加人数 

島根県立大学総合政策学部２年生３名 

江口真理子教授 

 

アメリカ ワシントン州 パシフィック大学学生 ２０名程度予定 

櫻内洋子教授 

 

５．参加方法 

  参加希望の方には Zoomリンクを送付いたします。 

 

 

 

 

 

（裏面あり） 



 

６．これまでの経緯や今回の特徴など 

島根県立大学では 2007年より最先端の ICTテクノロジーを用いた新しい教育方法、異

文化理解の促進、及び英語力向上に寄与する取り組みを実践してきました。これまでにア

メリカ、中国、ロシアをはじめ、世界中の国々と定期的に学術及び教育交流を展開し、教

室の中に「リアルな意味の交換」を導入しています。    

 

今回のオンラインレクチャーは教育的にも学術的にも今までの交流よりも中身の濃い

ものになります。 

１）海外の学生にとっては、日本の伝統芸能である石見神楽を知る機会となり、日本文化

に対する理解を深める機会となります。 

２）本学学生にとっては海外から石見神楽がどのように見られているかを知る機会とな

ることに加え、ICTを用いたフォーカスグループにより、効率的にデータを収集する方

法を実践的に学ぶ機会となります。 

３）コロナ禍のために対面での研究が制限されていましたが、ICTを用いることによって

対面で行うよりも効率的に研究のデータを収集することができます。 

 




